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（仮称）奥州スマートＩＣに係る検討経過等 

     

１．協議等経過 

《平成 20年》 

◇ 旧水沢商工会議所より市に「スマート IC 設置についての要望書」を提出 

 《平成 21 年》 

◇ 地域住民より「水沢南インターチェンジ（仮称）設置調査連絡協議会」の設置について市

議会に請願が出され 3 月定例会で採択 

◇ 市議会 3 月定例会一般質問で「都市マスタープランの中でスマート IC の整備について検

討する」と市長が答弁 

    ◇ 関係機関にスマート IC 制度について相談 

 《平成 22 年》 

    ◇ 関係機関と「スマート IC設置検討に向けた意見交換会」を開催 

     ◇ 市議会 12 月定例会一般質問で「地域固有の特徴を生かした経済活動等の観点からスマー

ト ICの設置は必要」と市長が答弁 

 《平成 23 年》 

◇ 3 月開催の市議会議員全員協議会にスマート IC設置候補地について説明 

◇ スマート IC 計画検討の実施 

 《平成 24 年》 

    ◇ 1 月、関係機関にスマート IC計画検討内容説明、スマート IC勉強会の開催を提案 

    ◇ スマート IC勉強会の開催 

（構成メンバー：国土交通省東北地方整備局、同岩手河川国道事務所、NEXCO 東日本東北

支社、同北上管理事務所、岩手県、奥州市） 

3 月～10 月まで計 5回開催 

      ※勉強会と並行して、岩手県公安委員会と構造、交差点形状等について調整を実施 

 ◇ 市議会議員全員協議会に説明 

      4 月、6 月、11 月に検討経過状況について報告 

◇ 住民説明会の開催 

6 月～7 月、胆沢区振興会連絡協議会、小山地区行政区長、地域住民に概要説明 

◇ 10 月、国土交通省道路局長にスマート IC 設置要望書を提出 

 《平成 25 年》 

◇ 2 月、第 1回スマート IC地区協議会の開催 

 

２．地区協議会での検討事項について 

 （1）【スマート IC 設置】 

①スマート ICの社会便益 

   ②スマート IC 及び周辺道路の安全性 

   ③スマート IC の採算性 

   ④スマート IC の構造及び整備方法 

   ⑤スマート IC の管理・運営方法 

   ⑥広域的検討結果の反映 

   ⑦その他スマート IC の設置、管理、運営に必要な事項 

※内容については、(仮称)奥州スマートインターチェンジ計画概要の中で説明 

 （2）【スマート IC 供用開始後】 

   ①社会便益、安全性、採算性、管理、運用形態等についての定期的な評価及び必要に応じた 

見直し 

 

 

資料２ 



2 

３.今後の手続きについて 

スマート IC 実施計画書を策定 

 

 

   NEXCO 及び日本高速道路保有債務返済機構（以下、「機構」という。）に 

スマート IC 実施計画書を提出 

                  

 

NEXCO 及び機構は実施計画書を検討 

要件を満たす場合は高速道路利便増進事業の実施箇所として選定し、国に協議 

               

  

                  国の同意                  

 

 

連結道路管理者（岩手県、奥州市）から国土交通大臣に連結許可申請書を提出 

 

 

                         連結許可                  

 

 

                事業開始                   

 

 

                 供用開始                  

 

４.住民周知について 

 

平成 24 年6 月 18 日 胆沢区振興会連絡協議会へスマート IC 概要説明 

          胆沢区 4 地区の振興会会長、副会長に説明 

     6 月 26 日 胆沢区小山地区行政区長へスマート IC 概要説明 

     7 月 17 日 スマート IC住民説明会（第 1 回）開催  

          スマート ICの概要について説明 

平成 25 年 2 月下旬  スマート IC住民説明会（第 2 回）開催を予定 

          スマート ICの構造及び事業スケジュールの説明 

3 月上旬  第 1回地区協議会議事録要旨及び概要について市ホームページ掲載予定 

事業開始後  スマート IC の概要について市広報掲載予定 

※事業進捗により、随時市ホームページ及び市広報に掲載 


